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特別史跡姫路城跡　車門の石垣修理その２
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【裏込め】

　石垣の解体時には、内部構造も調査しました。石垣の裏側には、

裏込めと呼ばれるこぶし大程度の石が詰められていることが多く

雨水を排水するなどの機能があると考えられています。

　姫路城の石垣では、これまでの発掘調査で通常幅0.5～1ｍの裏込

めが入っていることがわかっています。車門では約0.5ｍでした。ま

た、その内側は、砂質の土で盛土されていました。

石垣の断面構造模式図

車門石垣の裏込め

【刻印】　
　令和元年度の修理中、合坂の内側2ヶ所で新たに見つかりました。

　姫路城跡では、これまでに約50種類、90個余りの刻印が確認さ

れています。

　円の中に点が3つ打たれたものは、姫路城内で6個確認されてい

るほか、鬢櫛山や増位山の採石場でも発見されていて、石材集めに

関係して刻まれた可能性があります。

　四角の刻印もこれまでに城内で20個ほど見つかっています。

新たに発見された刻印（左：円に点3つ、右：四角）

２．石垣修理で判明したこと

【築石】

　石垣を構成する主な石材を築石と呼びます。車門では、付近の

山から切り出した凝灰岩の割石が主に使用されていました。中に

は石を割った時の矢穴が残るものもありました。

【間詰石】

　築石に自然石を使う野面積みや、割石を使う打込みハギの石垣で

は、石材の間に隙間ができます。そこへ後から詰めるのが間詰石です。

　姫路城の石垣では、河原にあるような丸石が使われている場所が多く、

発掘調査で確認した江戸時代の間詰の状況でも、丸石が隙間なく詰めら

れていました。このことから、石垣修理で補充する間詰石は丸石を採用

しています。

　また、脱落した間詰石を補充すると、外

観が整うだけでなく、石垣の強度を1～2

割程度向上させるといわれています。

発掘調査で確認した間詰石

（内船場蔵南石垣〉

矢穴が残る築石

　史跡の石垣修理では、築石や間詰石の脱落や孕み出しなど、崩れる危険がある箇所を補強したり、解体して

積直し・復旧するなどの作業をします。石垣の解体修理の主な工程は、下の写真のとおりです。これらの作業

の前に、石垣上面の発掘調査を実施して、建物や塀の痕跡などを記録します。

①【解体保存修理前】間詰石の脱落や築石のずれ
が目立ちます。写真や測量図など、修理前の記録を

作成し、修理計画を立てます。

②【石材番号の附番】解体前に石材 1 点ずつに
番号を付けます。元通りに積み直すため、測量図

にも同じ番号を記しておきます。

③【解体】１石ずつ取外しながら、下の石との重な
り方も記録します。石は仮置場で保管します。

④【石材調査】解体した石材は、大きさ、種類、
状態などを細かく観察して記録します。

⑤【内部の発掘調査】裏込めや盛土など、石垣
の築造過程についても調査します。

⑥【積直し・復旧】全ての調査が終了した後、築
石を元の状態に積直し、復旧していきます。

⑦【積直し・復旧】最後に間詰を行います。石の
脱落が目立っていた場所は、新しく補充します。

⑧【解体保存修理完了】写真や測量図で、修理
後の状態や、交換した石材などの記録を残します。
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